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62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

1  自己評価及び外部評価結果

2795200027

法人名 社会福祉法人なみはや

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

67

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

66

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 職員の２/３くらいが
3. 職員の１/３くらいが

桜ノ宮なごみの名前の通り、近隣には桜ノ宮神社があり、眼下には桜ノ宮の公園が広がっている、ロ
ケーションには最高の場所です。この立地を生かし、利用者様と公園への散歩を日課とし、気分転換と
日光浴、そして歩行訓練も兼ねています。春は盛大に咲き誇る桜を堪能しながら、利用者様職員全員
でのお花見会、夏は豪快な天神祭りの花火を楽しみ、秋には紅葉を愛で、銀杏や落ち葉を拾ったりと、
四季折々の楽しみを味わっていただいております。施設内でも納涼会、秋のバス旅行、ハロウィンパー
ティ、お誕生日会、音楽会、ボランティアの紙芝居や、歌の会等を招き、よもすれば怠惰になりがちなに
日々にメリハリを持ってもらえるように工夫もさせて頂いております。また職員研修は外部の講師をお
招きし、その筋のプロの方々より興味深いお話をご享受頂き、職員それぞれが自己研鑽に励んでおり
ます
【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
開設11年弱を経た当事業所は、前面に大川沿いの桜ノ宮公園が広がり、近くには桜ノ宮神社があっ
て、四季が味わえる自然豊かな環境下にある。利用者は、公園での花見や日々の散歩に親しみ、居な
がらにして天神祭りの船渡御や花火を満喫している。職員は、利用者個々のその人らしい生活の過ご
し方を常に意識しながら、生活リハビリとして食事一連の軽い作業や洗濯・掃除を利用者と共に行い、
目標を持って生活する支援に取り組んでいる。また、大正琴・紙芝居・歌の会・盆踊り・楽器演奏などの
多種多様なボランティアを受け入れ、生活に豊かさと楽しみを取り入れている。利用者の終の棲家とし
ての快適なケアを目指して、職員は、事業所内・外の研修で、介護・看取り・医療の知識とスキルアップ
を図っている。

項　　目

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目

所在地

4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

64

4. ほとんどない

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

3. 家族の１/３くらいと
63

4. ほとんど掴んでいない
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理念を
共有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日
常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々
に向けて活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取り組みを積極
的に伝えながら、協力関係を築くように取り組
んでいる

親睦会に参加させていただいた折、町内に
住まれている方のご両親の最近の状態につ
いてのご相談があり、詳細を伺い、介護保険
について説明しております。そして地域包括
支援センターへ入電し、支援へとつなげてい
く活動を行いました。また今後の事が不安に
思われている方々にも介護説明、大まかな
金額の説明等を行いました。

まず、地域包括支援センターの方より、ヒヤ
リハットと、事故報告書を教えて頂きたいと
の申し出がありました。そこから内容とそれ
が起きる時間帯の統計を取ることをすると、
特定の利用者様の事故やヒヤリが起こる実
態が少し見えるようになりました。それを留
意して前倒しで見守りを行うようにしていま
す。

運営推進会議構成メンバー参加の下、年6回
会議を開催している。会議では、事業所の現
況・行事・事故報告を行い、研修内容や事業
所の取り組み体制を説明し、参加者から意見
を得ている。日時の関係で家族の参加が難し
く、今後事前の意見収集に努めたいとしてい
る。

区役所介護保険課へは、情報提供等を発行
して頂く際には、こちらの空き情報を伝えさ
せて頂いております。生活保護課のケース
ワーカーとは、新規申請や介護保険更新時
以外にも、オムツの援助等かかわりが多い
です。また生活保護訪問調査員の方々から
も、施設での生活状況を見に来られた際に、
在宅時よりも状態が良くなっているとの意見
をいただいています。

区の保健福祉課に、面談や電話で事業所の
現状を報告し、公的扶助受給者の書類提出
や更新手続きを行い、指導やアドバイスを受
けている。区のケースワーカーには、備品（オ
ムツ）手配の手続きや事業所来訪を受け、利
用者の暮らしぶりを伝えて連携を取り合って
いる。

外部評価自
己

外
部

項　　目

運営推進会議を通じて、この地域の占める
人口割合がほぼ高齢者との情報を頂けた。
また公園が大きく広がっている地理的状況
で、掃除参加のメンバーを募ることも一苦労
されている。日曜日であれば、施設職員や
独歩可能な利用者様との参加も可能であ
り、地域の方々とのふれあいや刺激、また地
域の方々の将来の介護不安にも職員からの
情報も提供できる、そういう参加を目指そう
としています。

事務所と各ユニットフロアの目につく所に、事
業所理念「利用者・家族・職員及び地域の
方々すべての人の尊厳を尊重する」と、利用
者本位の生活を大事に、一人ひとりに寄り添
いながら職員全体でのチームケアを目指す、
という趣旨の職員の心得15ヶ条を掲示し、ケ
アの実践につなげている。

職員夫々が、理念や職員心得を掲示で
確認しているが、全体で共有するまでに
は至っていない。フロア会議・ミーティン
グ時などの機会に周知徹底を図り、理
念を更に実践につなげることを期待す
る。

回覧板の参加をさせていただけるようにな
り、そこから町内の親睦会の参加もできるよ
うになりました。その縁から、ハロウィンのお
菓子をもらいに園児たちの来訪もあり、利用
者様も活気ついた場面もありました。今後も
こういった共助の関係を継続するようにしま
す。

町会に加入し、回覧板で地域行事や様々な情
報を得ている。正月の子供の獅子舞や、ハロ
ウインのお菓子を貰いに来る子供達が来所
し、事業所の夏まつりに地域の人達が訪れ
て、触れ合う機会がある。大正琴・紙芝居・楽
器演奏・盆踊りなどのボランティアを受け入れ
ている。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準にお
ける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく
理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束
をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業
所内での虐待が見過ごされることがないよう
注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な
説明を行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている

契約時には、家族様にはお時間を頂き、重
要事項説明書の細かな説明をさせて貰って
います。また質問がある場合が多く、納得さ
れるまで説明するように努力しております。
介護保険の仕組み等からわからない方が多
く、初めにその部分から他施設を例に挙げ
ハートページ等を利用し説明させていただい
ております。

家族様の運営推進会議参加を求めるも、平
日の実施時間帯は就労されている方多く、
参加が難しいのが現状です。よって御意見
箱の設置をしておりますし、来訪された家族
様へは利用者様の状態をお伝えしたり、ま
た利用者様が家族様へ伝えられたことも別
室にて聞き取るようにしております。家族様
からご要望あったときはそのフロアのリー
ダーへ伝達し、善処できるところはし、困難
な場合は意見交換を行い代替案をだすよう
に取り組んでおります

ほとんどの利用者が発信力があり、日々の生
活で意見・要望を聴き取り、家族には来訪時
や電話で要望・意見を聴いている。毛髪・髭剃
りの整容の依頼や、手が凝縮気味の人に常
時タオルを準備する依頼を受けて、随時ケア
の改善につなげている。

身体総則防止委員会を3か月毎に実施し、
そこで話し合われたことを、フロア会議で落
とし込んでいます。また点滴抜去、ろうべん
される方々に対しても、安易にミトン装着で
はなく、朝の申し送りやフロア会議等で、事
例が起こる時間、その前後の様子等を話し
合い符合点がないかを検討しています。

身体拘束委員会による3ヶ月に1回の勉強会
や年2回の研修で、職員は、身体拘束の弊害
や内容を理解している。夜間だけ人感セン
サー・センサーマットを使用する利用者（2名）
には、本人・家族の同意を得ている。事業所
前の道路は交通量が多く、各ユニットの出入
り口は施錠しているが、要望に応じて外出な
どで対応し、閉塞感の解消に努めている。

虐待の種類の認知を研修、ビデオ受講をひ
らいたりと工夫はしております。また虐待が
生じる職員のメンタルの部分でもメンタルヘ
ルス等の講師を招いて、会社ぐるみで取り組
んでおります

成年後見人制度の導入については、まず外
部講師をお招きし、司法書士の先生よりご享
受を頂く研修を実施しております。キーパー
ソンがご兄弟の場合等、利用者様本人と共
にご高齢になられているので、そのような場
合は、最初の契約時にそういった制度があ
る事、金額等も説明できるようにするアドバ
イスもいただきました。またこの件に関して
は運営推進会議で地域包括支援センターの
方からも、色々とアドバイスがあり、今後の
提案についても勉強になるお話を伺っており
ます

2/11



自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って働
けるよう職場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの
実際と力量を把握し、法人内外の研修を受け
る機会の確保や、働きながらトレーニングして
いくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向
上させていく取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

まずは家族様よりのご相談が大半です。そ
の際には家族様のニーズを伺い、当施設で
の生活を説明させていただいています。そし
てご本人にお会いし、ご本人の希望や、生
活歴をさりげない会話の中で、お疲れになら
ない程度に聞かせて頂いております。ご本
人の希望の90％は家に帰りたい。少しでも
安心して頂けるように思い出の家具、写真、
使われていた毛布等のお持ち込みをして頂
き、不安を傾聴し行動を注視するように努め
ています。

当施設では年ごとの昇給は必ずあり、また
行政による最低賃金引上げにも、素早く対
応している。今回の消費税引き上げにあたっ
て、定期代の改定ににも素早く対応していま
す。

月に一回のフロア会議では、三大介護をは
じめとして、今現フロアで持ち上がっている
事例について、看護師も加わり様々な意見
交換を行っています。また外部研修の告知
も行い、特に実践者研修・実務者研修への
受講を推し進めています。

都島区施設連絡会では、施設長はもとより、
職員が対象の交流会を、昼夜において多く
開催しています。前回開催されたミライザで
のBBQ交流会では管理者抜きの職員で参
加し、他の施設職員とも交流し、意見交換や
事例・職場環境の改善策のレクチャーを頂
いたとの報告を受けております。また管理者
間では連絡会はもとよりラインを介して施設
間の空き情報、疑問点等を相談できる環境
になっています。

各職員の運営・介護感に対する思いや希望
不満は、まずはリーダーに相談している。そ
こで解決できないときには、管理者と面談を
行っている。また日頃より職員間管理者間で
も風通しの良い環境作りを念頭に置いてい
ます。

全体会議・フロア会議で職員の意見を聴く機
会を設け、日頃はフロアリーダーが中心となっ
て聞き取り、解決できる事案は即実行に移し
ている。意見に沿って、床ずれ防止のエアマッ
トの導入や、廊下の死角になる箇所へのカー
ブミラーの設置を行った事例がある。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いて
いる

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に
本人を支えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている

利用者様のADLや理解度にあわせて、役割
を持つようにして頂いております。おしぼりた
たみ、ゴミ出し、食器の洗い物、食器拭きか
ら収納、床掃除、草むしり等、職員の手助け
をして頂けることで、相互扶助の関係を構築
するようにしています。

日帰り旅行やイベントの参加を呼び掛けて、
家族様とたのしむ時間を企画しております。
また来所された折には日頃の状態をお伝え
するだけでなく、家族様が抱えるご事情等も
傾聴するようにしております。遠方等で来所
の難しいご家族様には、状態を定期的に入
電しお伝えして、ご本人が可能であれば電
話でのやり取りもしてもらっています。家族
様からの情報や面会が一番の支援になるこ
ともお伝えしております

面会時間を設けており、旧知の方、元職場
の友人、親戚様等の来訪が可能です。希望
があれば外出、外泊もできるようにしており
ます。

利用者のかつての職場の知人や親族・家族
の訪問がある。手紙のやり取りや電話の取り
次ぎを行って、利用者の今迄の馴染み関係の
継続を支援している。利用者の馴染みの理容
院・墓参り・外食・外泊には、家族の協力を得
ながら出かけ、これまでの生活習慣を大切に
している。

ご相談される時の家族様は、精神的に八方
ふさがりのように思われていることが多く、ま
た金銭的にもどこまでの協力が必要かと不
安に思われています。まずは当施設のグ
ループの病院、老健等の説明をし、医療介
護両側面からの支援をしている事の情報を
入れさせていただきます。金額面も自費負
担分等のお話し、生活保護の申請の情報等
具体的な数字を提示し不安を払しょくし貰う
ようにしています。

家族様より生活歴の情報を、医療サイドから
は医療面での情報を頂き、ご本人の状態と
照らし合わせ支援しています。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士が関わり合い、支え合え
るような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状の把握に努めている

ご本人からの情報はもとより、家族様からの
お話しも契約時に関わらず、聞き取ってい
る。在宅時にケアマネージャーがついていた
方には直接ご挨拶に伺い、サービスの利用
状況や、生活スタイル、生活歴等を聞き取っ
ています。

以前までできていたことが多少の困難さが
出てきたときは、事故が起こる前にご本人の
状態の変化を朝、夕の申し送りで各フロアで
周知しております。介護面だけでなく、訪問
看護師、常駐看護師の意見も聞き、介護士
の判断だけに留まらぬように、医療面からの
意見も聞き、現状の把握に努めています

認知症というご病気によって、当施設に入所
されているので、病気の進行と共に、排他的
になられたり、協調性がなくなられたり、色々
な症状を見ることが出来ます。職員はその
方の病状、人となりを考慮し、会話の糸口を
見つけたり、コミュニケーションの橋渡しをし
たりしています。

入院の為退所された方に対しても、病院へ
ご様子を見に行くことがあります。またご逝
去された方の家族様にも3か月（１００か日）
ほどたったころあいをみて、入電させていた
だいて、家族様のお話を聞き、少しでも喪失
感を払しょくして頂くよう努めております。

居宅時代は様々な生活スタイルがあり、そ
れを可能な限り、本人様から情報を聞き、家
族様からも情報を頂き、当施設での生活に
取り入れるように努力しております。そのた
めにはご本人とのコミュニケーションはもとよ
り、家族様、居宅の時にかかわりのあったケ
アマネージャー様ともかかわりを持つように
しております。

一人ひとりの「自分らしい生活・生き方」の実
現に向けて、利用者とよく話し合って信頼関係
を築きながら、本人本位の視点に立って希
望・意向の把握に努めている。掴み取った内
容は介護記録・業務日誌に記入し、職員全体
で共有して対応している。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

26 （10）○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工
夫を個別記録に記入し、職員間で情報を共有
しながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニー
ズに対応して、既存のサービスに捉われな
い、柔軟な支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を
把握し、本人が心身の力を発揮しながら安全
で豊かな暮らしを楽しむことができるよう支援
している

30 （11）○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、
納得が得られたかかりつけ医と事業所の関係
を築きながら、適切な医療を受けられるように
支援している

入所にあたり、提携医療機関の説明を行い
ます。提携提医療機関退院後の方の入所が
多く、主治医の継続を望まれております。ま
た他の医療機関受診されていた方も、ご本
人、家族様へ説明、ご納得いただいてから
の契約をしております。

利用者・家族の納得と同意を得て、利用者全
員が協力医院の内科の往診（月2回）を受けて
いる。歯科は、希望者が口腔ケアや治療を受
けている。皮膚科受診者（1名）には職員が同
行支援している。常駐看護師と訪問看護師に
よる適切な医療・健康管理が行われている。

記録し関しては、夜勤者が日勤者が記載し
たものを、日勤者も夜勤者の物をチェックし
ています。記録と申し送りを合わせて、終日
の情報を共有するようにつとめています。状
態の変化が著しいときには職員、看護師、ケ
アマネージャー間で話し合い計画書の変更
に努めている

下着がなくなってきたので購入しに行きた
い、たまには違った環境で食事したい、家族
と共に食事したい等のニーズには、イベント
として企画したり、家族様へ入電し、意向を
かなえて頂けるように協力してもらえる体制
を作っています。

地域包括支援センターの協力はもとより、運
営推進会議でお知り合いになった町内会の
方々より、情報を頂くことが出来ます。その
中で地域ぐるみで行うイベントにも積極的に
参加をし、施設に来訪してもらう事もできまし
た。また地域のボランティア様の来訪もあり
大正琴や、盆踊り等の披露で両者楽しんで
頂いてもらえる環境作りを徐々に構築中で
す。

三ケ月に一回のモニタリングと、認知テスト
を行うことで、病状の変化を把握しておりま
す。介護職員、看護師からの聞き取りを行
い、ご本人の現状の気持ち等を直接伺いな
がら計画書を作成しております。

毎月のカンファレンス、3ヶ月毎のモニタリング
と認知テスト（長谷川式採点方式）を基に、介
護記録・業務日誌・医師の往診記録・訪問看
護ファイルを参考に、短期（3ヶ月）長期（6ヶ
月）の現状に即した計画作成を行っている。計
画書は家族訪問時や郵送で内容を説明し、同
意を得ている。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職や訪問看護師
等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受
診や看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。あるいは、そうした場合に備えて病院関係
者との関係づくりを行っている

33 （12）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、
早い段階から本人・家族等と話し合いを行い、
事業所でできることを十分に説明しながら方
針を共有し、地域の関係者と共にチームで支
援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている

35 （13）○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身に
つけるとともに、地域との協力体制を築いてい
る

契約時に重度化、見取りについては説明し、
署名捺印は頂いております。また利用者様
に特段の変化がない場合も、考えにお変わ
りがないかを定期的におたづねし、再度作
成したりしております。

入居時に「重度化した場合における対応・看
取り介護に係る指針」文書を利用者・家族に
説明し、同意書を交わしている。利用者の身
体状態の変化時は、医師からの説明と、「緊
急時の延命措置に関する取り決め」「看取り
介護についての同意書」文書で、段階的に家
族と確認しながら、方針の統一を図っている。
この1年間で1名を看取っている。

応急手当についてのマニュアル作成をして
いる。また日頃より、看護師の処置等を介護
士も付き添いレクチャーを受けている。また
実務者研修の奨励をしている。

年２回の消防訓練の実施。１回の消防訓練
では、職員個々の気づきがあり、それを消防
署立ち合いの訓練で生かしていきたい。また
町内会の会合でも防災についての話があ
り、避難所等の情報を頂ける。近隣の老健
（系列外）からも、備蓄米等の援助の話、系
列グループホーム２社とも施設が激烈な被
害状況にあったときの避難についても話し合
いができている。

年2回防災の自主訓練を実施していて、近々
消防署指導の訓練を実施する予定である。緊
急連絡網・自動火災通報装置・備蓄品（水・コ
メ・カセットコンロ・懐中電灯）を整備している。
しかし、地域との協力体制の構築が課題と
なっている。

居住空間が2・3階であり、現在26名の
利用者で介護度が高い人が多い現状を
踏まえて、確実な避難誘導と経路の確
認を全職員に周知徹底し、有事には訓
練通り行動ができるよう日頃から話し合
いを重ね、訓練の繰り返しと地域への協
力の呼びかけを行うことを期待する。

提携医療機関の在宅看護師は、日曜日以
外は来所し、介護士との情報の共有に努め
ています。また常駐看護師とも、連携し医療
面の滞りがないように３６０日の体制を保ち
かつ、記録も残しております

入院時には薬情をはじめ、日々の状態等の
情報を改めて提出しております。また入院中
は状態を伺いに行くことは必須。病院側の
MSWにも入電行い、退院時期の調整や、家
族様へ状態の詳細を聞き取るようにしていま
す。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14）○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日を
どのように過ごしたいか、希望にそって支援し
ている

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 （15）○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをしている

利用者様や家族様の意向を伺い、定期的に
訪問理容を受けて頂いております。また毎朝
の整容も、季節に合った清潔な衣類を共に
選ぶようにしています。また不足してきたも
のに関しては家族様へ連絡し買い足しの許
可を得たり、持って来ていただいたりしてい
ます。

盛り付けを手伝ってもらったり、洗い物、食
器拭き等を、利用者様の意向と体調を鑑み
つつ、会話を楽しみながら手伝って頂いてお
ります。

配食業者の半調理品を、レシピに沿って職員
が交代で調理して提供している。時には業者
からの献立を変更し、利用者の希望する食事
を作ったり、月1回は手作りのおやつを楽しん
でいる。可能な利用者は、簡単な後片付けや
盛りつけなどを行っている。年3～4回は車で
外食に出かけ、行事食・イベント食も楽しんで
いる。

個々の人格、尊厳を尊重するように支援す
るようにしている。対応に苦慮するときには
看護師も交えてカンファレンスを行っている。
職員それぞれの体調によっても適切な対応
が取れないこともある為、メンタルヘルス等
の研修を行っている。認知症についての研
修も看護師による研修をしていく予定。地域
包括支援センター主催の外部研修にて事例
検討会等の参加にも努めている

「すべての人の尊厳を尊重する」という理念を
大切にし、利用者一人ひとりに寄り添いなが
ら、言葉遣いや接遇に心を配って、日々のケ
アに努めている。不適切と思われる言葉遣い
などに気付いた場合は、フロアリーダーや管
理者がその場で注意している。個人情報に関
わる書類は、事務所及び各フロアーの鍵のか
かるるキャビネットに施錠して保管している。

まずはコミュニケーションを取る事。自己表
出が苦手な方においては非言語的表出を注
意深く見守るようにしています。そしてご本人
の思いを汲み取ることが出来たら、提案し自
己決定できるように、働きかけていきます。

食事の時間、入浴の時間等は声かけはする
も、利用者様の体調や気分に応じて時間を
変更したりと対応しています。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や力、
習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じ
た口腔ケアをしている

43 （16）○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ
とりの力や排泄のパターン、習慣を活かして、
トイレでの排泄や排泄の自立にむけた支援を
行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた
予防に取り組んでいる

45 （17）○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入
浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や時
間帯を決めてしまわずに、個々にそった支援
をしている

利用者様個々の体調や希望により時間にゆ
とりをもって行っています。また毎回浴槽の
お湯の交換、浴槽、浴室以内を清掃し、清潔
な状態でお迎えするようにしています。

入浴は週2回を基本として、利用者の好みの
時間帯で支援している。入浴拒否の人には、
声かけのタイミングや職員を替え、足浴・シャ
ワー浴など利用者の状態に応じて対応する工
夫をしている。ゆず湯・しょうぶ湯・入浴剤を使
用した入浴を楽しんでいる。

毎食後の口腔ケアの実施を徹底し、自己で
行われる方々には、声掛けを行っています。
また訪問歯科による衛生管理も実施してい
ます。

定時誘導はもとより、訴えあるときにはトイレ
誘導を行い、尿意、便意の保持に努めてい
ます。また下剤服用の際には定時以外で
も、本人様の表情、様子を伺いトイレの誘導
をしています。

基本として排泄の同性介助を行っている。寝
たきりの利用者が1名で、他の人は排泄状況
の記録やパターンを把握して、声かけ・誘導し
て支援している。ほとんどの人が日中トイレで
排泄する習慣を続けている。夜間は、ポータ
ブルトイレ（5名）・オムツ（5名）使用の人がい
るが、安眠を重視して個々の状態に応じたトイ
レ誘導に取り組んでいる。

毎食事とティータイムやおやつ時の水分の
促しを徹底しております。また食材業者にも
委託している事から排便を促す食材の利用
をしております。散歩や体操を行い適度に体
を動かすことも行いつつ、排泄を記録しサイ
クルを図るようにしています。

罹患されている病気や、訪問診療での医師
の指示や、毎日の看護師とのやり取りにて、
個々の水分量、食事量の指示は周知徹底し
ています。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れ
るよう支援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服薬
の支援と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援
をしている

49 （18）○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に
出かけられるよう支援に努めている。又、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把
握し、家族や地域の人々と協力しながら出か
けられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、
お金を所持したり使えるように支援している

入所の契約時にお金の管理については、家
族様とお話ししている。そして少額のお金な
ら本人様が管理されたり、ご本人に説明した
うえで事務所で保管している。希望の買い物
があるときは付き添い、ご自身で好きな物を
そのお金で購入して頂いています。

入居者様個々の趣味、希望、意向等をアセ
スメント時に聞き取り。職員間にケアマネー
ジャーが落とし込んでいる。また日々の生活
の中の会話で表出していく本人様の意向は
職員間で共有し、楽しんで頂けるようにフロ
ア会議等で話し合いをしています。

前面には桜ノ宮の公園と、桜ノ宮神社もあ
り、安全に外出、散歩できる環境はそろって
いるため、それぞれの体調や歩行具合に応
じて外出機会を設けている。また老人会館で
はふれあいカフェが開催されており、安価な
価格でコーヒーとお菓子を食べ、地域のお年
寄りとの交流する機会がある。それの参加も
しましたが、今後は地域のシルバーボラン
ティアを利用し近隣の外出時に利用を検討
中。

事業所前に桜之宮公園、近くに桜宮神社・大
川があり、四季の景観が楽しめる環境の中
で、利用者個別に合った外出援助や外気浴・
日光浴を行っている。日常的な買い物や町内
会の行事への参加、喫茶店に出かけるなどの
支援を行っている。家族も参加する法人全体
の年1回のバス旅行は、利用者・家族・職員の
楽しみの行事である。

利用者様の体調や足の浮腫等も考慮し、臥
床して頂く時間を日中にも設けております。
適度な休息により散歩や体操の意欲もわ
き、食事も摂取できるようになっています。夜
勤帯はフロアの電気を暗転にして、光の刺
激を少なくし、排泄で起きて来られた利用者
様の再入眠の妨げにならないようにしていま
す。

薬剤については、効能が分からない場合、
効能に疑問等があった場合は、都度看護師
に質問し指示指導を仰いでいる。それによっ
て得た情報は、申し送り時に職員へ伝達し
ている。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしている

52 （19）○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温度
など）がないように配慮し、生活感や季節感を
採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような居
場所の工夫をしている

54 （20）○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるような
工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している

環境整備は日勤・夜勤とも大切な業務として
行っている。フロア内では季節ごと飾り付け
等で季節感を味わってもらっている。散歩の
途中で拾われた落ち葉や木の実をお持ち帰
りになり、居室で飾られたりする援助も行っ
ています。

壁面に、利用者の作った絵手紙や習字を掲示
し、季節のリースや手作り作品を飾り、空気清
浄機で温度や湿度が管理された、快適な共用
空間となっている。リビングにテーブルやソ
ファーを設置し、利用者が個別に寛いだりテレ
ビを楽しんだりして、穏やかに過ごせるよう工
夫している。

尿意の維持として夜間帯にオムツ対応では
なく、ポータブルトイレを設置し、出来る限り
排泄の自立を支援しています。また転倒防
止として家族様の協力のもとセンサーマット
や、鈴をベッド柵に取り付ける・エアマット等
の工夫をし、安全に生活してもらえるように
支援しています。

共有スペースでは、個々の利用者様が気持
ちよく過ごせるこだわりのスペースがありま
す。気の合う利用者様同士は近位にしたり、
またその逆もあり、各々と時々にによって、
変化に対応しています。そしてその情報を職
員間で伝達、周知しております。

家族様、ご本人の希望によって、思入れの
ある衣類（スーツ・外出用のドレス・着物・配
偶者の形見の衣類）はお持ち込みいただい
ています。使い古した鏡台や昔を懐かしめる
物のお持ち込みは居室のスペースの可能な
限りさせていただいております

各居室にはベッド・洗面台・エアコン・クロー
ゼットが設置されている。利用者は、使い慣れ
た箪笥やテレビ、家族の写真などを持ち込
み、その人らしい居室となるよう家族・利用者・
職員と検討しながら、落ち着いた居心地の良
い居室を作っている。

ご本人の希望有るときは家族様へ入電させ
てもらっている。また以前からの友人等、’
（家族様からの前情報で面会可能な方）の
来所にも応じさせてもらっています。
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